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はじめに 

 災害時に適切な透析をうけるため

には透析情報が必要である。 

 当院では、透析Synapse(MBﾃｯｸ社

製電子ｶﾙﾃ）を利用して透析情報ｶｰ

ﾄﾞを作成し患者に提供しているので、

その作成と運用方法を報告する。 



【看護師・技師と看護助手の作業分担と流れ】 

Ⅰ.透析条件変更時に伝票を記入・助手に提出 

Ⅱ.作成された透析情報ｶｰﾄﾞを患者に配布する 

a)透析情報ｶｰﾄﾞを印刷 

 

看 
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b)ﾗﾐﾈｰﾄ加工 

c)翌HD日までに所定の場所に置く 



食事・透析条件・災害ｶｰﾄﾞ 変更依頼伝票 

A5ｻｲｽﾞ 



看護助手が透析情報ｶｰﾄﾞを印刷 

①透析準備 





完
成
し
た
透
析
情
報 
ｶ 
｜ 
 ﾄﾞ 

5.5cm 

8.5cm 
透析情報ｶｰﾄﾞ(表）                  作製日 2013/10/28                                                 
氏名  中津川 太郎 様              性別    男 
生年月日  昭和41年8月15日           血液型  A(+) 
住所  岐阜県中津川市駒場1666-1122 
自宅電話  0573-65-XXXX   携帯電話  090-0000-0000 
緊急連絡   中津川 花子 
連絡先電話  090-0000-1111 
このｶｰﾄﾞは、災害時で連絡不能時に使用するｶｰﾄﾞです。 
貴院でのご配慮をお願いします。尚、透析条件は貴院にお任せいたし
ます 
               医療法人  偕行会岐阜  中津川共立ｸﾘﾆｯｸ 
         岐阜県中津川市駒場1666-1122  TEL 0573-65-8777 
 

5.5cm 



 

透析情報カード(表）    
氏名   中津川 太郎 様 
生年月日 昭和41年9月15日 
住所   岐阜県中津川駒場1666-XXXX 
自宅電話 0573-65-XXXX  携帯電話090-0000-0000 
緊急連絡 中津川 花子 
連絡先電話 090-0000-1111 
このｶｰﾄﾞは、災害時で連絡不能時に使用する透析情報ｶｰﾄﾞです。 

貴院でのご配慮をお願いいたします。尚透析条件は貴院にお任せいたします。 

医療法人 偕行会岐阜 中津川共立ｸﾘﾆｯｸ 
岐阜県中津川市駒場1666-1122 TEL 0573-65-8777 
-------------------------------------------------------- 

 

作成日 2014/11/12 
性別  男 
血液型 AB(+) 

透析情報ｶｰﾄﾞ(表）[基本情報・緊急連絡先] 

このカードは、災害で連絡不能時に使用
する透析情報カードです。 
貴院でのご配慮をお願いいたします。 
尚、透析条件は貴院にお任せいたします。 



透析情報カード（内側）[感染症]［特記事項］ 

透析情報ｶｰﾄﾞ（内側） 

感染症 

HBs-Ab－ 
HBs-Ag－ 

HCV-Aｂ－ 

HCV-RNA － 

HCV－ 

梅毒（RPR）－ 

梅毒（TPHA）－ 

HIV－ 
 

特記事項 



透析情報ｶｰﾄﾞ（裏）[透析条件][禁忌・ｱﾚﾙｷﾞｰ] 

透析情報カード（裏） 
HD導入  2007/07/01     禁忌薬剤 
HD時間  火  木  土 
          4.0H  4.0H 4.0H  

QB    240ml/min 
ﾀﾞｲｱﾗｲｻﾞｰ TDF-15M 
抗凝固剤 ﾀﾞﾙﾃﾊﾟﾘﾝNa    
使用量  1000.0/300.0   
ｼｬﾝﾄ   左上腕 
ﾄﾞﾗｲｳｪｲﾄ 57.0kg 
使用時開封して下さい    

 
ｱﾚﾙｷﾞｰ 
そば もち米 たけのこ 
わらび 

 使用時開封して下さい 



電子カルテの情報 [緊急連絡先]

  氏名     ｷｰ 続柄     電話番号     

中津川 花子       ■        妻          

中津川 かのこ ■  子の配偶者            *080-1111-1111 

中津川 次郎       ■                           *090-1111-000 

0573-65-8777  

090-000-1111 



電子カルテの情報   [感染症] 

項目 判定 

＋ － 

HBs-Ag 

HCV-RNA 

HCV 

梅毒（TPHA) 

HBs-Ab 

HCV-Aｂ 

梅毒（RPR) 



電子カルテの情報  

＜定期透析＞修正       (指示：●● ●●） 
[透析条件] 
       治療方法：AFBF 
       治療時間：04:00 
               DW:39.8Kg 
       血流量(QB):210mL/min 
     抗凝固剤種類：ﾀﾞﾙﾃﾊﾟﾘﾝNa 
      抗凝固剤初回量：400.0 IU 
      抗凝固剤持続量：300.0 IU 
   ダイアライザ種類： TDF-15M 
                    透析液： ﾊﾞｲﾌｨﾙ 



電子カルテの情報  [アレルギー禁忌]    

  そば  もち米  たけのこ  わらび 

内 容 禁忌区分  

ｱﾚﾙｷﾞｰ 

禁忌・ｱﾚﾙｷﾞｰ一覧 



電子ｶﾙﾃの情報[ｱﾚﾙｷﾞｰ・禁忌] 

  薬剤     ｸﾗﾘｽ錠 200mg   平成25 

禁忌区分    内容                  判定日 

造影検査   ﾖｰﾄﾞ系造影剤    平成22 



透析情報ｶｰﾄﾞの運用率 83%  

（131人/156人中）  

運用年数  3年5か月 



電子ｶﾙﾃ内のﾂｰﾙを利用する利点 

 電子ｶﾙﾃの情報をそのまま利用でき、透析
条件の変更に即時対応可能⇒最新の透
析情報を持つことができる。 

 出血、禁忌薬剤、アレルギー、感染症のリ
スク情報を受け入れ施設に提示できる⇒
安全な透析が可能となる。感染防止にもつ
ながる。 

 透析情報カードを作成するための特別な
連絡・作業は不用⇒伝票1枚のみで日常
の業務に支障をきたすことがない。 
 



紙に印刷することの利点 

紙のため軽量であり、名刺ｻｲｽﾞに

折りたたむことで常時携帯可能。 

閲覧用の機器を必要としない。 

ﾗﾐﾈｰﾄ加工することで、紙の破損、

汚染、水濡れを防止することができ、

情報の保護も可能。 



最新の透析情報を患者に携帯してもらう

ために、今回のﾂｰﾙは有用である。  

災害においても安全な透析のため今後

も透析情報ｶｰﾄﾞの作成・配布とあわせ、

常に携帯してもらうよう働きかけていきた

い。 

結語 


